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研究成果の概要（和文）：

かつては「持久走」と呼ばれていた鍛錬的色彩の濃い走運動の一形態が、美容や健康づくり
を目的とした走運動化（ジョギング化、健康走化）する過程で、メディアがジョギングという
新たなスポーツ文化をどのように言説化し関わってきたのかを検討した。その結果、メディア
はジョギングという報道対象を通じて、「量」から「質」へといった生活価値観の変化について
様々な提言を行っていたことが明らかとなった。つまり、ジョギングをひとつのメディア（媒
体）として、メディアは「豊かさ」や「幸せ」の再定義を促すような報道を行ったと考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：
Once, running exercise was called “endurance running” that means training. In

this study, I examined how the media conceptualized jogging as a new type of sport
culture. As a result, media proposed a change of life style through reporting jogging. In
sum, media re-defined "richness" and "happiness" by reporting jogging.
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１．研究開始当初の背景
これまでのメディア・スポーツ研究は、「メ

ディア・メッセージの制作過程」、「メディ
ア・メッセージの内容」、そして「メディア・

メッセージの受容過程」の３領域を中心にす
すめられてきた。なかでも「メディア・メッ
セージの内容」分析は、国内外に多くの研究
蓄積を有し、メディアが伝えるスポーツが重
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要なイデオロギー強化装置となっているな
ど貴重な知見を提出し続けてきた。

ところで、これまでのメディア・スポーツ
研究が対象としてきたのは主に「エリート・
スポーツ」であり、いわゆる「市民スポーツ」
を対象としたものはほとんどない。「市民ス
ポーツ」の隆盛（ジョギングブーム）が「エ
リート・スポーツ」（九州一周駅伝）のメデ
ィア言説にどのような変化をもたらしたの
かを検討した山本の研究が、唯一の例外とい
ってよい。この研究で山本は、「九州一周駅
伝」を報じた西日本新聞の記事の内容分析を
行った結果、駅伝のメディア言説が「郷土愛
言説」から「教育的、啓蒙的言説」へ、そし
て昭和５０年代のジョギングブームを経て
「スポーツの言説」へと変化していったこと、
そしてメディアによるジョギングの報道は、
あるときには肯定的であり、またあるときに
は批判的であったことを明らかにしている。
この研究結果が示すように、「市民スポー

ツ」の代表格であるジョギングについてのメ
ディア言説の検討は、スポーツの大衆化がメ
ディアによってどのようにもたらされたの
か、健康概念がスポーツを通じてどのように
普及していったのか、そしてこれらの結果と
して、我々が「市民」なるものへと統合化さ
れていく過程を明らかにできるのみならず、
「エリート・スポーツ」の再言説化の検討を
も可能とする点で極めてユニークであり、研
究の意義も大きい。

２．研究の目的
平成２２年度は、以下のことを目的とした

研究を行った。
ジョギングは今日、健康づくりの代表格的

運動として広く認知されている。わが国では
昭和５０年代に爆発的なブームとなり、その
後一時的な停滞を見せるも近年再び（特に若
い女性から）多くの支持を集めている。
本年度の目的は、ジョギングブーム以前に

は、「持久走」と呼ばれていた鍛錬的色彩の
濃い走運動の一形態が、美容や健康づくりを
目的とした走運動化（ジョギング化、健康走
化）する過程で、メディア言説が一体どのよ
うな影響を及ぼしたのかを明らかにするこ
とであった。具体的には、わが国への「ジョ
ギングの紹介期」、「ジョギングのブーム期」、
そして「ジョギングの定着期」の３段階にお
いて、メディアがジョギングという新たな文
化をどのように言説化し関わってきたのか
を検討した。
平成２３年度の研究目的は、収集されたデ

ータに基づき、「ジョギングの紹介期」、「ジ
ョギングのブーム期」、そして「ジョギング
の定着期」におけるメディア言説を詳細に分
析することであった。
具体的には、ジョギングという新たな文化

が我が国に紹介され、ブームとなり定着する
時期毎に下記のことを検討した。
１．ジョギングの紹介期（昭和４０年代終

盤～昭和５０年代初頭）
アメリカ発の新しい運動文化であるジョ

ギングを、メディアがどのように言説化し市
民に紹介したのかを検討した。
２．ジョギングのブーム期（昭和５０年代）
ジョギングブームにメディアがどのよう

な立場で関わり影響を及ぼしてきたのかを、
肯定・否定の両側面から検討を加えた。
３．ジョギングの定着期（昭和５０年代終

盤～平成）
ジョギングの市民社会への定着を経て、

「走運動」一般に対するメディア言説がどの
ように変化したのかを検討した。特に、マラ
ソンをはじめとする長距離走に対するメデ
ィア言説の変化に注目した検討を行った。
平成２４年度には、過去２年度にわたって

行われた研究のまとめと成果の公表を行っ
た。

３．研究の方法
かつては「持久走」と呼ばれていた鍛錬的

色彩の濃い走運動の一形態が、美容や健康づ
くりを目的とした走運動化（ジョギング化、
健康走化）する過程で、メディアがジョギン
グという新たなスポーツ文化をどのように
言説化し関わってきたのかを検討するため
に、九州大学図書館に所蔵されている「毎日
新聞」、「読売新聞」、「朝日新聞」縮刷版を利
用して、長距離を走ることにどのような意味
があるのか、多くの人が走るようになった社
会背景などについて記述している記事（たと
えば、長距離走は精神力を高めるので、勉強
の役に立つ、長距離走は肥満防止に役立つ、
長距離走は精神力の強化に役立つ・・・など）
の収集作業を行った。収集の対象とした期間
は、1965 年１月１日から 1994 年 12 月 31
日までであった。

４．研究成果
平成２２年度に行った研究から、次のよう

なことが明らかとなった。
昭和４０年代終盤から昭和５０年代初頭

をジョギングのメディアによる紹介期、昭和
５０年代をジョギングのブーム期、そして昭
和５０年代終盤から平成の初頭をジョギン
グの定着期と仮定して、ジョギング関連の記
事が量的にどのように推移していったのか
を検証し、さらに、収集された毎日新聞、読
売新聞、朝日新聞のジョギング関連記事の内
容を検討した結果、この分類の正当性が確認
できた。
平成２３年度に行った研究から得られた

成果は下記の通りであった。
１．ジョギングの紹介期（昭和４０年代終



盤～昭和５０年代初頭）
昭和４０年代にはいると、車やオートバイ、

自転車の急増に伴う交通難が、深刻な社会問
題となりはじめる。この時期の記事の特徴は、
交通事情の悪化のなかで、あえて走ることの
意味を社会の近代化に対する批判や反省と
いう観点から説明したり、走ることが子ども
の体力や知力の発達にとって有益であると
主張したりするという、教訓を垂れるような
記述であった。
２．ジョギングのブーム期（昭和５０年代）
この時期は、「走る」という行為が、「健康」

というキーワードとともに市民社会に広く、
そして深く浸透していった。しかしながら、
走るという行為は、しばしば健康やジョギン
グに対立するような位置づけを与えられ報
じられてもいた。健康やジョギングブームに
代表される近代的なライフスタイルに対立
するものとして走るという行為を位置づけ、
その時代的な意味や意義を論じようとして
いたように考えられた。
３．ジョギングの定着期（昭和５０年代終

盤～平成）
この時期になると、走るという行為は、そ

れ自体が多様な楽しみを秘めた独特のスポ
ーツであるととらえられるようになり、市民
のライフスタイルのひとつとして理解され
るようになった。つまり、教訓めいた、ある
いは説教を垂れるような記述を何ら認める
ことができなくなった。「なぜ走るのか」な
ど問うたり、説明したりする必要はなくなっ
たのである。
これまでの研究を通じて、次のような結果

が明らかとなった。
アメリカ生まれの健康作りを志向した新

たな運動文化としてのジョギングは、我が国
においては１９７０年代後半以降爆発的な
ブームとなった。この新たな運動文化に対す
るメディアの反応は、当初、健康作りのため
に有効であると積極的に評価するものから、
スポーツが華美なファッションに流れてい
ると批判するものまであり両義的であった。
しかしその後、ジョギングが市民社会に広が
りを見せ始めると、メディアはジョギングと
いう新たな文化に乗せて、様々なメッセージ
を伝えるようになった。その内容は、たとえ
ば、男女関係、障害者と健常者の関係、国際
関係、仕事と余暇の関係などに及んでいる。
これらのことより、メディアはジョギングと
いう報道対象を通じて、「量」から「質」へ
といった生活価値観の変化について様々な
提言を行っていたのではないかと考えられ
た。つまり、ジョギングをひとつのメディア
（媒体）として、メディアは「豊かさ」や「幸
せ」の再定義を促すような報道を行ったと考
えられた。
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